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1．は じめ に

　デ ィ
ベ ー トは 、学生の 問題 意識 を高め、論理 的 思 考力 を養い 、英語 力 を鍛 え、

さらに英語 学習 に対 す る 動機づ け に 役立 つ と思われ る。 しか し中級 レ ベ ル 以 下

の 英語 クラ ス に とっ て 、 社会 問題 を論題 とす る こ とが多 くま た相 手側 の 発 言 に

対 して即座 に 対応 で きる英語 力 を必 要 とす るデ ィベ ー トは難 し く、 「英 語 で デ ィ

ベ ー トなん て とて も無理 だ」 と しり込 みす る学生 も多い
。 そ の

一 方 で 「是非
一

度は英語 で デ ィ ベ ー トを して み た い 」 と積極的 な興 味 を示 す学生 も少 なか らず

い る。 そ こ で 発表者 は こ うした 意欲 的な学生の 期待 に 応 え る べ く、 中級程度 の

英語 ク ラス で も可 能 な デ ィ
ベ ー

トの 方 法 を模 索 し試み る こ とに した．

2．目的

　デ ィ ベ ー ト活動 を通 じて 以 下の よ うな能力を養成 し 、 よ り高度な英語 学習 へ

の 意欲を高め る こ とを 目的 と した 。

　
・ 日常会話 レ ベ ル か ら

一
歩進 ん で 、社会 問題 な どに つ い て 英語 で 理 解 し話

　　　をす る力 を鍛 え る 。

　 ・ 英語 の 論理 的思考に 慣 れ 、 自分 の 考 え を主張 し、 そ の 理 由 を論 理 的 に説

　 　　明で きる よ うにす る。

　 ・ 現代社会の 様 々 な 問題 につ い て 考え るカ を養 う。

3．対象 クラ ス

　 国際学部 2 年生 、 1 ク ラ ス 23 人 。
1 セ メ ス タ

ー
で 週 2 回 の 授業 。 た だ し、 1

セ メ ス タ ー 全 部 をデ ィ ベ ー トに 費や した わ け で は な い
。 学生 の 英語 レ ベ ル は 英

検準 2 級 か ら 2 級程 度 。

4、手順

1）英語の 論理 的思考お よび展 開に慣れ る

　　・ トピ ッ クを決 め （例 え ば、　 死刑制度 、 working 　mother 、 テ レ ビ の 及 ぼ

　　　す影響等）、
4

、 5 人の グル
ー プ で 肯定、否 定 の 両 面 か ら検討 し、そ れ ぞれ

　　　に 最低 3 つ の 理 由づ け をす る 。 そ の 後 ク ラス で 発 表 す る。 最初 に 関 連記

　　　事 をい くつ か 読ませ る場合 もあ る 。

　　・ 特 定 の トピ ッ クに つ い て 、肯定 グル
ー プ と否 定グル ー プ に 分 か れ 、 そ れ

　　　ぞ れ理 由 を考 え る 。 さ らに、 具 体的事例 、 統計 、 専 門 家の 意 見 な ど を使

　　　っ て 、 そ れ らの 理 由 を サ ポー
トす る 。 そ して ク ラ ス で 発表す る 。 次 に 、

　　　相手側の 主張を反 駁す る理 由 を最低 3 つ ず つ 考え 、攻撃 し あ う。

2） デ ィ ベ ー トの 形 式 を学 ぶ

　 ・ デ ィ
ベ ー トが どの よ うな順 序 で 進 ん で い くか 大筋の 流れ を まず説 明 す る 。
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　 ・ 次に各段 階で何 を どの よ うに行 な うべ きか を説明 し 、 実際に練習する 。

3）論題 を決 め 、 チ
ー

ム に分 かれ る

　 各 自 1 っ ず っ 考え て きた論題 か ら 、 多数決 に よ りクラ ス で 4 っ の 論題 を選 ぶ 。

　 （今 回選 ばれ た の は 、「安楽死 は 合法化すべ き で あ る 」 呻 絶 は認 め られ る べ き

　 で ある」 「成人 の 子 供が 犯 した犯 罪 に つ い て 親 は 責任 を持 つ べ き で ある 」 「医

　 者 は患者 に告知 を行 な うべ きで あ る」 の 4 つ
。 ） 次 に各論題 に つ き肯定側 、

　 否定側それ ぞれ 2 、 3 人 ずつ の チー ム を形成す る 。

4）各チ
ー ム毎に準備を行な う。

　 ・ 各 チ ー ム 毎に 自分た ちの 主張 を裏付 け る最 も強 力 な論拠 を 3 つ か ら 4 っ

　　　選 ぶ
。 次に 図書館 、 イ ン タ

ー ネ ッ トな ど を利用 し て 、 それ らの 論 拠 をサ

　 　　ポ
ー

トす る具体例 、統計、専門家の 意 見 等 を 準備 す る。

　 ・ 相手 チー ム の 論点 を予想す る 。 そ れ に 対 す る攻 撃 方 法 を考 え る 。

　 ・ 相手 チ ー ム の 攻撃 を予想 す る 。 そ れ に対す る防御方法 を考え る 。

　 ・ 教 師の 用意 した フ ォ
ー

マ ッ トを使 っ て 、 簡単なス ピー
チ ドラフ トを作成

　　　す る 。

　 ・ 各 チー ム で の 役割を決定す る。

一
人最低

一
回の ス ピー

チ を担 当す る 。

5）実際 に デ ィ
ベ ー

トを行な う。

　 ・ 制 限時 間、作戦 タ イ ム は か な り多 めに 設定 す る 。

　 ・ チ
ー

ム メ ン バ ー
以外の ク ラ ス 全 員 を ジャ ッ ジ と し、各 自judging　form に

　 　　点数 と コ メ ン トを記 入す る 。

　 ・ ジ ャ ッ ジの っ けた 点数を合計 して 、 勝敗 を決定す る 。

5．結果

　実際の デ ィ
ベ ー

トは必 ず し もス ム ー ズ に は 進 まず 、 予 定 の 時 間 を超 過 した り

した が 、 どの チー ム も最後 ま で や り通 した 。 まず あ らか じめ 準備 した 部分 につ

い て は 、 論理 的に も英語 表現 につ い て もあ る程度 的確 に 主 張 を行 な うこ とが で

きた
。

しか し予 想 外 の 展 開 に な る と 、 主に英語 力 の 不 足 に よ り、相 手側 に 理解

して も ら うよ うに説明で きな か っ た り、 思 うよ うに攻撃や防御 が で きなか っ た

り した 。 ま た 、 チ
ー

ム の 構 成 に よ っ て もか な り差 が あ り 、 と くに デ ィベ ー ト経

験者や海 外 経験者の い る チ
ー ム は比 較的ス ム

ー ズに対応 して い た 。

　どの 学生 も準備 の 段 階か ら非常 に 意欲 的に参加 し た 。
こ れ は も と も と英語 に

対 し意欲 的な 学生 が多い こ と 、 デ ィ
ベ ー

トとい う未経験 の ア ク テ ィ ビテ ィ が 興

味を ひ い た こ と 、 学生の 能動 的活動が 中心 で あ る こ と、小 グル
ー プ に お い て ど

の 学生の 役割 も大切 な こ とな ど よる と思われ る 。 学期末 に行 な っ た記 述式の 学

生 ア ン ケ
ー

トで は 、 ほ とん どの 学生が 「デ ィベ ー
トをや っ て よか っ た 。 今後 も

っ と英語 力 を高 め た い 。 」 とい うよ うな コ メ ン トを記 した 。 学生 の 英語 学習 へ の

動機づ け とい う点 で は
一

定 の 成果 を収 めた と思 わ れ る 。

　今後は 学生 の 英語 力の 不 足 をカ バ ー しな が ら よ りス ム
ー ズ に デ ィ ベ ー トを行

な う方法 を さ らに追究 して い き たい
。
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